
大
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
松

永
代
行
は
「
全
国
港
湾
へ
の
積

極
的
な
参
加
と
、
近
年
の
猛
烈

な
暑
さ
に
み
る
異
常
な
気
象
の

中
で
も
現
場
で
働
く
仲
間
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

今
大
会
で
は
、
独
禁
法
問
題
、

年
末
年
始
課
題
、
放
射
線
検
査

問
題
等
々
、
様
々
な
議
論
が
予

想
さ
れ
る
が
、
何
よ
り
も
大
切

な
こ
と
は
我
々
が
ど
う
動
く
の

か
、
何
を
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
議
論
を
お
願
い

す
る
。」と
挨
拶
し
、
議
長
団
を

選
出
し
た
後
、議
事
に
入
っ
た
。

資
格
審
査
報
告
で
は
、
代
議
員

定
数
1
2
3
名
の
内
、
1
2
3

名
出
席
で
大
会
の
成
立
を
確
認

し
、
中
央
執
行
委
員
、
大
会
役

員
、
来
賓
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

を
含
め
総
数
2
2
0
名
が
出
席

し
て
い
る
事
を
報
告
し
た
。
竹

内
中
央
執
行
委
員
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
全
日
本
港
湾
運
輸

労
働
組
合
同
盟
の
足
立
会
長
、

Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
事
務
所
の
瀧
代

表
、
そ
し
て
こ
く
み
ん
共
済
か

ら
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

続
い
て
、
玉
田
書
記
長
が
経

過
及
び
方
針
に
つ
い
て
議
案
提

案
を
行
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
16
名
の
代

議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
原
案

を
支
持
・
補
強
す
る
立
場
か
ら
、

産
別
最
賃
に
関
す
る
地
裁
判
決

を
受
け
て
の
取
り
組
み
、
気
候

変
動
に
よ
る
安
全
対
策
、
石
炭

荷
役
に
懸
か
る
雇
用
問
題
、
年

末
年
始
に
関
す
る
休
日
課
題
、

指
定
事
業
体
問
題
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
。

そ
の
後
、
竹
内
中
央
執
行
委

員
長
の
総
括
答
弁
を
受
け
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

25
秋
年
末
中
央
行
動
は
、
25

年
11
月
5
日
（
水
）
か
ら
6
日

（
木
）に
設
定
し
、
行
政
交
渉
、

ユ
ー
ザ
ー
行
動
な
ど
に
取
り
組

む
。総
合
的
な
計
画
は
、書
記
長

会
議
、
教
宣
委
員
会
で
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
企
画
・
運
営

す
る
。地
区
統
一
行
動
は
、25
年

10
月
23
日
（
木
）
か
ら
10
月
31

日
（
金
）
を
統
一
行
動
ゾ
ー
ン

と
し
て
設
定
し
、
中
央
行
動
と

連
動
し
た
諸
課
題
と
地
区
独
自

の
課
題
も
掲
げ
て
取
り
組
む
。

26
春
闘
方
針
と
産
別
春
闘
要

求
は
、
単
組
・
地
区
港
湾
の
機

関
会
議
や
学
習
会
な
ど
を
通
じ

て
、
積
極
的
に
要
求
を
汲
み
上

げ
、
た
た
か
い
方
と
要
求
を
同

時
に
検
討
し「
産
別
統
一
要
求
」

と「
産
別
統
一
行
動
」を
軸
に
、

た
た
か
う
26
春
闘
を
構
築
す
る

準
備
を
進
め
る
。
春
闘
カ
ン
パ

金
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
一
人

5
0
0
円
と
す
る
。
第
18
回
中

央
委
員
会
は
26
年
2
月
4
日

（
水
）
か
ら
5
日
（
木
）
に
開

催
し
、
第
1
回
中
央
港
湾
団
交

と
要
求
書
提
出
は
26
年
2
月
12

日
（
木
）
を
念
頭
に
準
備
す
る

等
が
確
認
さ
れ
た
。

25
年
度
の
中
央
執
行
委
員
の

選
出
で
は
、
新
た
な
中
央
執
行

部
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
大
会
宣
言
と
3
つ
の
特
別

決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
石
橋
副
中
央
執
行
委
員
長

の
閉
会
挨
拶
を
受
け
、
最
後
に

竹
内
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

（
尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
特

別
決
議
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
又
、

新
執
行
部
体
制
は
次
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。
）

全
国
港
湾
第
18
回
定
期
大
会
は
、
9
月
17
日
（
水
）
か
ら
18
日
（
木
）
に
か
け
て
、
豊
橋
市

「
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
」
に
於
い
て
議
長
団
に
、
畑
崎
貴
史
代
議
員
（
検
数
労
連
）
、
栂
尾

暢
英
代
議
員
（
大
港
労
組
）
を
選
出
し
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
「
第
一
号
議
案
」
24
年
度
の
主
な
取
り
組
み
経
過
（
案
）
、
「
第
二
号
議
案
」
25

年
度
運
動
方
針
（
案
）
、
「
第
三
号
議
案
」
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
に
つ
い
て
（
案
）
、

「
第
四
号
議
案
」
規
約
（
連
合
会
規
約
・
旅
費
規
程
）
の
改
訂
に
つ
い
て
（
案
）
、
「
第
5
号

議
案
」
24
年
度
決
算
報
告
／
監
査
報
告
／
25
年
度
予
算
（
案
）
、
25
年
秋
年
末
に
お
け
る
具
体

的
活
動
方
針
に
つ
い
て
（
案
）
及
び
25
年
度
中
央
執
行
委
員
の
選
出
と
大
会
宣
言
（
案
）
、
3

つ
の
特
別
決
議
（
案
）「
港
湾
を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
一
刻
も
早
い
戦
争
の
終
結
を
」
、
「
物

価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
消
費
税
減
税
を
求
め
る
決
議
」
、
「
港
湾
産
別
労
使
関
係
の
再
構

築
を
目
指
す
決
議
」
、
の
審
議
を
行
い
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

第
18
回
定
期
大
会
に
仲
間
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。そ

し
て
、
我
々
の
大
会
に
公

私
と
も
、
大
変
ご
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
全
日
本
港
湾
運

輸
労
働
組
合
同
盟
会
長
、
足
立

様
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
瀧
代
表
様
、

国
民
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
井
上
次
長

・
飯
原
担
当
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
来
賓
と
し
て
、
ご
臨

席
賜
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
玉
田
書
記
長
よ
り
、
24

年
度
活
動
経
過
報
告
・
25
年
度

運
動
方
針
案
に
沿
っ
て
、
具
体

的
な
中
身
に
つ
い
て
提
案
が
行

わ
れ
ま
す
。
ど
う
か
、
本
日
ご

参
集
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、25
運
動
方
針
案
に
つ
い
て
、

そ
の
他
様
々
な
諸
問
題
等
に
つ

い
て
、
闊
達
な
る
ご
意
見
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
う
え
に
た
っ
て
、
新
年

度
の
運
動
を
取
り
組
む
に
あ
た

り
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

若
干
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
、

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

25
港
湾
春
闘
は
ご
周
知
の
と

お
り
5
月
14
日
開
催
の
第
5
回

中
央
団
交
を
以
て
、
妥
結
に
至

り
ま
し
た
。

こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
5
月

30
日
に
、25
春
闘
交
渉
妥
結
後
、

初
の
開
催
と
な
っ
た
労
使
政
策

委
員
会
の
な
か
で
、
我
々
労
側

は
、
適
正
料
金
確
保
に
つ
き
ま

し
て
、
労
使
の
取
り
組
み
と
し

て
25
春
闘
協
定
ど
お
り
、
賃
上

げ
原
資
・
労
働
条
件
向
上
に
資

す
る
対
応
を
、
日
夜
恒
常
的
に

講
ず
る
べ
き
と
し
た
考
え
方
を

強
調
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
年
末
年
始
例
外
荷

役
協
議
も
踏
ま
え
、
全
般
的
な

労
使
継
続
協
議
事
項
の
解
決
に

向
け
、
例
年
以
上
に
テ
ン
ポ
よ

く
且
つ
、
回
数
を
増
や
し
た
労

使
政
策
委
員
会
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
考
え
方
を
強

く
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
連
の
独
禁
法
問
題

に
係
わ
る
、
日
港
協
に
よ
る
行

政
訴
訟
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

国
港
湾
大
会
の
前
日
で
あ
る
、

9
月
16
日
に
判
決
を
迎
え
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
同
日
に
、
判

決
を
受
け
ま
し
て
、
産
別
組
織

と
し
ま
し
て
、
緊
急
記
者
会
見

を
蒲
田
：
日
港
福
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
注
目
さ
れ

た
日
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
勝
負
は
こ
れ
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
我
々
の
勝
訴
を

受
け
た
、
こ
れ
は
間
違
い
な
い

が
直
ち
に
9
月
16
日
付
を
持
ち

ま
し
て
、
日
港
協
に
対
し
ま
し

て
中
央
港
湾
団
交
を
開
催
す
る

よ
う
申
し
入
れ
を
し
て
き
た
。

加
え
て
9
月
22
日
に
正
式
に
膝

を
突
き
合
わ
せ
て
、
中
央
港
湾

団
交
で
は
な
い
が
、
直
ち
に
す

る
よ
う
に
申
し
入
れ
る
。

一
方
で
、
労
使
継
続
協
議
課

題
は
山
積
状
況
に
あ
り
ま
す
。

様
々
な
課
題
項
目
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
可
及
的
速
や
か
に

解
決
を
す
べ
き
項
目
、
一
定
の

時
間
を
要
す
る
項
目
と
に
改
め

て
整
理
を
し
て
、
こ
の
25
秋
闘

で
例
年
以
上
の
取
り
組
み
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
我
々
港
湾
労
働
者
の

真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ

っ
て
、
我
々
の
一
糸
乱
れ
ぬ
団

結
が
あ
っ
て
こ
そ
、
実
現
で
き

ま
す
。

我
々
港
湾
労
働
者
の
力
の
源

は
『
団
結
と
行
動
』
で
す
。
よ

っ
て
、
行
動
権
の
行
使
を
も
覚

悟
し
て
、
社
会
的
に
我
々
の
訴

え
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
に
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

様
々
な
諸
課
題
が
存
在
し
て

い
ま
す
が
、
各
諸
課
題
毎
に
併

せ
て
、
各
職
種
組
織
と
の
連
携

を
更
に
密
に
し
、
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
中
央
団
交
、
労

使
政
策
委
員
会
を
と
お
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

末
尾
に
あ
た
り
ま
し
て
25
秋

闘
は
例
年
の
取
り
組
み
以
上
に

重
要
な
る
局
面
を
迎
え
る
秋
闘

と
な
る
こ
と
が
大
い
に
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
繰
り
返
し
と
な

り
ま
す
が
、
皆
様
の
力
の
結
集

を
団
結
の
結
集
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
し
て
、
中
央
執
行
委
員

会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
月
に
行
わ

れ
た
参
議
院
選

挙
で
議
席
数
を

1
か
ら
15
に
増

や
し
た
『
参
政

党
』
が
『
ス
パ

イ
防
止
法
』
の

法
案
提
出
に
意
欲
を
示
し
、
一

気
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
▼
ス
パ
イ
防
止
法
は
40
年
前

に
自
民
党
の
議
員
立
法
に
よ
っ

て
国
会
に
提
出
さ
れ
、
廃
案
に

な
っ
た
『
ス
パ
イ
防
止
法
（
国

家
機
密
法
）案
』が
提
起
さ
れ
、

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
当
時

の
法
案
は
『
外
国
の
た
め
に
国

家
秘
密
を
探
知
し
、
通
報
す
る

な
ど
の
ス
パ
イ
行
為
』
を
行
っ

た
と
認
定
さ
れ
る
と
『
無
期
懲

役
、
ま
た
は
死
刑
』
が
科
さ
れ

る
と
い
う
恐
ろ
し
い
内
容
だ
っ

た
。
し
か
も
、
『
秘
密
』
の
範

囲
が
曖
昧
で
、
何
を
理
由
に
摘

発
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
も

特
徴
だ
っ
た
。
主
権
者
の
目
と

耳
と
口
を
ふ
さ
ぎ
、
基
本
的
人

権
を
侵
害
す
る
な
ど
と
し
て
、

当
時
の
野
党
、
労
組
、
市
民
団

体
、メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
反
対
し
、

廃
案
に
な
っ
た
▼
参
政
党
以
外

の
政
党
の
動
き
と
し
て
は
、
次

の
自
民
党
総
裁
を
狙
う
高
市
早

苗
元
総
務
相
が
5
月
に
『
ス
パ

イ
防
止
法
』
を
公
約
に
盛
り
込

む
よ
う
提
言
し
た
。
ま
た
、
国

民
民
主
党
や
日
本
維
新
の
会
も

制
定
を
主
張
し
て
い
る
。
安
全

保
障
体
制
の
強
化
を
理
由
に
法

整
備
が
必
要
と
い
う
主
張
だ
。

一
方
で
、
政
府
の
戦
争
準
備
を

明
ら
か
に
す
る
報
道
や
表
現
の

自
由
の
制
限
や
、
知
る
権
利
を

侵
害
し
た
り
す
る
と
、
戦
前
の

日
本
の
様
に
国
の
進
路
を
誤
ら

せ
る
。
民
主
主
義
の
根
幹
を
破

壊
す
る
悪
法
と
見
る
べ
き
だ
。
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